
海水ポンプ本体からの水漏れとO/H(２０２０年４月)      ヨット整備勉強会 

＊ホースバンドのゆるみや、インペラカバーパッキンからの水漏れは直ぐに修復できますが・・・ 

海水ポンプ本体からの海水がポタポタと漏れている場合は取り外して、分解してみることが必要です！ 

 

 

ここまでバラバラにするにはバイスと

プーラーなどの工具が必要です。 

水漏れの殆どの原因はオイルシール

（パーツリスト：リップシール）の摩耗

か劣化によります。 

水漏れを長く放置されると、ベアリン

グ（２個）が錆び付いて、厄介な事

（外れない！？）になりかねません！ 

長距離航海には、水漏れに備えて、

ポンプ本体のスペアを搭載すること

をお勧めします。 

＊リップシールと一緒にOリングも発注して、同時に交換してください、これでも水漏れは止まらなければ、シャフトに傷が

あるかも→シャフトを 1000番ペーパーで磨いてください。 

＊同時にベルトやインペラなども点検してください！ 



 


